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空気で火をつける！？ 

圧縮発火装置で熱の正体みつけよう 

信州大学繊維学部 山辺典昭 

火をつけるためにはものをあたためることが必要です。ではあたためるには

どうすればよいでしょうか？ たくさんの熱をあたえればいい？ 

でも熱って何なのでしょうか？ 君の力と空気をつかって火をつけて、熱の

正体をみつけてみましょう。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

みなさんはものをあたためるのにはどのようにしていますか？温度が高いも

のを近づけるという方法がよく使われています。たとえばガスでお湯をわかす

ときには、とても高温のガスの炎の上にやかんをのせます。そうすると冷たい水

はだんだんと温度が上がっていきお湯になります。この時、ものをつくっている

小さなつぶ（原子、分子）の世界ではなにがおこっているのでしょうか。じっさ

いにそのつぶの動きを観察するのは難しいですが、いろいろ調べてみるとつぶ

の動きが速くなっていることがわかりました。 

私たちが「熱い」「冷たい」などといっていることは、この原子や分子の運動

のはげしさのことで、目で見ることはできませんが「温度」というめもりをつか

ってはかることができます。お湯をわかすときには、ガスの炎の高温のところか

ら原子や分子の運動が伝わることで、水の温度が上がっていきます。じつはこの

原子や分子の運動が伝わることが「熱」が伝わったということなのです。つまり

熱というのは「もの」ではなく、運動の激しさがどれくらい伝わったかをあらわ

す量なのです。たくさんの熱が伝われば高い温度になりますが、温度は原子や分

子の運動のはげしさをあらわしているので、熱と温度はおなじではありません。 

ちょっと難しくなりましたが、高温にするには原子や分子の運動を速くさせて

やればよいということなので、この実験ブースでは、みなさんの力で空気の温度

を高くする方法をしょうかいします。 
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わたしたちのまわりにある空気は、ちっ素や酸素という分子が空中をとびま

わっている状態です。その運動を速くするために分子をおしてやるということ

をしてみます。 

でも分子はとても小さいのでどのようにおせばよいでしょうか？テニスボー

ルをラケットで打つとボールは運動します。ちょうどそんなふうに分子を打っ

てみましょう。このときのラケットは分子のボールにくらべてとても大きなも

のです。このようなしくみで空気の温度を高くし、火をつける装置が圧縮発火装

置です。 

この装置は自転車の空気入れのような形をしていますが、空気の出口があり

ません。空気はせまい容器の中にとじこめられています。この空気の温度が高く

なります。このような方法で火をつけているエンジンがディーゼルエンジンで

す。温度が高くなった空気に燃料の軽油をこまかいきりのようにふきかけると

いっしゅんで火がつきます。 
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空気を筒にとじこめ

て圧縮すると・・・ ピストンのかべに押

し返されて、分子は

速くなる。 

ピストンを大きく圧

縮すると、より速くな

るので・・・高い温度

になる。 

この中に燃えやすいものを入れておく

と、火がつく！？ 

そんなに高温になるのかな？？ 

実際にためしてみよう！ 

圧縮発火装置 

燃えやすいものの条件 

・ 細い糸状のものや粉状のもの。 

・ 熱が少し伝わっただけで、温度が上がるもの。（比熱が小さいもの） 

・ 酸化しやすいもの。 


